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福島県立いわき海星高等学校
チーム「じゃんがら」プロフィール
平成22年8月　発足　結成
平成22年10月
ソロモン諸島及びクック諸島より高校生が来校。文化交流で「じゃんがら」を披露。
平成23年3月11日
東日本大震災により、自宅にいた本校生徒2名の命が奪われる。
平成23年6月
平成22年に「じゃんがら」に参加した生徒の中に亡くなった生徒2名の友人が在籍していて、亡くなった友人のために「じゃんがら」をやりたいとの声が上がる。
・福島県立磐城農業高等学校に「じゃんがら念仏踊り」一式を所有しているとの話を聞き、借用を依頼すると快諾。「じゃんがら念仏踊り」を再結成することとなる。
平成23年6月
「じゃんがら念仏踊り」の生徒を募集。本科生、専攻科生併せて21名の生徒が手を挙げた。
平成23年7月1日　「じゃんがら念仏踊り」再結成練習開始。
平成23年7月、福島丸一般公開にて「じゃんがら」初披露。以降、平成23年度内に18回の披露がありました。（いわき市復興祭、小名浜鎮魂盆踊り、学校祭、ハイスクールサミット東北in仙台、社会福祉協議会県大会、沖縄交流事業、地元小学校等々）
平成24年4月、福島丸第一次航海出港式にて安全祈願として「じゃんがら」披露。
　19名の生徒が「じゃんがら」に在籍し、42回の公演を実施。さらに、平成25年2月にマレーシアにて「じゃんがら」披露してまいりました。
平成25年　各地で50回の「じゃんがら」を披露しました。25名の生徒が在籍しました。
平成26年　各地で48回の「じゃんがら」を披露しました。2１名の生徒が在籍しました。
平成27年　各地で50回の「じゃんがら」を披露しました。26名の生徒が在籍しました。
平成28年　各地で45回の「じゃんがら」を披露しました。24名の生徒が在籍しました。

平成29年、新1年生　名を迎え、総勢　　名で「じゃんがら」の活動を行っております。
＊使用している「じゃんがら」一式は、多くの方々からの支援により揃えることができました。心より感謝申し上げます。
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「じゃんがら」とは・・・
　　「じゃんがら念仏踊り」のはじまりについては諸説があるようですが、今から約四百年くらい前の江戸時代からはじめられたようです。「じゃんがら」は、念仏踊りの一種で、仏様に祈りを捧げる念仏を広めるために「南無阿弥陀仏」という言葉を崩し、歌の節にあわせて唱え、踊りを交えて皆が参加する盆踊りのようにしたことがはじまりともいわれています。
当時は季節に関係なく、様々なときに「じゃんがら念仏踊り」を行っていたようですが、現在では、毎年八月十三日～十五日の三日間、新しくお盆を迎えられる家の庭先や家の中で「じゃんがら念仏踊り」による仏様の供養が行われています。（約100団体が活動）
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海洋科　食品システム科　情報通信科　海洋工学科　（全日制４学科）

専攻科海洋科　専攻科無線通信科　専攻科機関科　（専攻科３学科）
福島県立いわき海星高等学校　http://www.iwakikaisei-h.fks.ed.jp/
